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4/14（日）

自 町 狂 言
登 り 山
夕 渡 り

4/15（月）

起 し 太 鼓
春 季 大 祭
朝 渡 り
太 刀 渡り

翁 招 き
奉納狂言
神輿還御
戻 り 山

4/9（火）4/6（土）
線 香 番

4/9（火）～12（金）
裸 参 り

4/10（水）～12（金）
公開稽古

4/12（金）

起 し 太 鼓
御幣迎えの儀
籤取り式の儀
十 三 日 番

4/13（土）

御幣返しの儀

神輿渡御

後 宴 狂 言
子ども歌舞伎観劇会
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4/9（火）4/6（土）
線 香 番

4/9（火）～12（金）
裸 参 り

4/10（水）～12（金）
公開稽古

4/12（金）

起 し 太 鼓
御幣迎えの儀
籤取り式の儀
十 三 日 番

4/13（土）

御幣返しの儀

神輿渡御

後 宴 狂 言
子ども歌舞伎観劇会

曳山博物館

滋賀県長浜市元浜町14番8号
［TEL］0749-65-3300 
［FAX］0749-65-3440

ユネスコ無形文化遺産に登録された長浜曳山祭を紹介す

る博物館。伝統工芸の技を結集した豪華絢爛な曳山の実

物展示、その舞台で演じられる子ども歌舞伎の映像と合

わせて長浜曳山祭を満喫できます。

http://pht.nagahama-hikiyama.or.jp

長浜曳山まつり
フォトコンテスト

長浜曳山まつりフォトサイトは、写

真にコメントを添えて投稿するサ

イトです。名場面をしっかり撮影し

てもOK、ふと目に入った光景を携

帯電話で撮影してもOKです。楽し

くユーモアあふれるコメントを添

えて気軽に投稿してください。

詳細は長浜曳山まつりフォトサイトをご覧ください

※この冊子にはフォトコンテスト受賞作の一部を使用しています

<主       催> 長浜曳山祭フォトコンテスト実行委員会
<後　　　援> NHK大津放送局、朝日新聞大津総局、中日新聞社
　　　　　　　　毎日新聞社大津支局、読売新聞大津支局、京都新聞
<お問合せ>公益財団法人長浜曳山文化協会　TEL 0749-65-3300
　　　　　　　 公益社団法人長浜観光協会　TEL 0749-65-6521

公益財団法人長浜曳山文化協会理事長賞



長
刀
組

長
刀
山

長刀組太刀渡り

平成３１年度 暇番山組 御幣奉持者

　

子
ど
も
狂
言
を
演
じ
る
他
の
十
二
基
と
は
違
っ
た
形

で
、
大
き
な
三
つ
の
車
輪
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

上
に
は
太
刀
渡
り
に
用
い
た
太
刀
と
の
ぼ
り
を
飾
り

つ
け
ま
す
。
こ
の
山
は
長
濱
八
幡
宮
に
は
行
か
ず
十
四

日
に
直
接
御
旅
所
へ
す
え
つ
け
ら
れ
ま
す
。
戻
り
山
で

は
、
先
頭
に
な
っ
て
出
発
し
ま
す
。

な
ぎ
な
た
や
ま

子
ど
も
狂
言
が
演
じ
ら
れ
る
山
組
は
全
部
で
十
二
組

※

毎
年
四
山
組
が
演
じ
ま
す

４/6（土）

４/９（火）

４/９（火）～１２（金）

４/10（水）～１２（金）

４/１２（金）

４/１３（土）

４/１４（日）

４/１５（月）

４/１６（火）

４/１７（水）

曳山交替式

線香番

裸参り

公開稽古

神輿渡御

起し太鼓

御幣迎えの儀

籤取り式の儀

十三日番

自町狂言

登り山

夕渡り

起し太鼓

春季大祭

朝渡り

太刀渡り

翁招き

奉納狂言

神輿還御

戻り山

後宴狂言

子ども歌舞伎観劇会

御幣返しの儀

午前10時頃から

午後６時

午後８時頃から

（P９参照）

午後６時３０分

未明

午前７時

午後１時

午後６時頃から

午後１時頃まで

午後１時以降

午後４時

午後７時

未明

午前７時

午前８時３０分までに

午前９時までに

午前９時25分

午前９時４５分頃から終日

午後９時頃

午後９時３０分頃

終日

午前１０時4 ５分から

午前８時

曳山博物館

出番山組稽古場

出番山組稽古場

八幡宮から御旅所

全山組町内

八幡宮

八幡宮

出番山組町内

出番山組町内

四番山から順次八幡宮に到着

長刀山は町内から御旅所に到着

八幡宮→大手門通り一八屋辻まで

出番山組町内

八幡宮

八幡宮に到着

八幡宮に到着

八幡宮

八幡宮で奉納後、参道と御旅所で上演

御旅所での奉納狂言終了後、八幡宮へ

神輿還御の後、御旅所から各町内へ

出番山組町内

長浜文化芸術会館

八幡宮

月　日 行　事 時　間 場　所

P８

P９

P９

P９

P９

P10

P10

P10

P11

P11

P11

P12

P12.13

P12

P12.13

P12

P12

P14

P14

P14

出番山組稽古場→八幡宮
　　　→豊国神社→出番山組稽古場

子ども狂言

子ども狂言

子ども狂言

子ども狂言

※赤字は見どころ

くじ
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平成３１年度 祭典行事日程表平成３１年度出番山（籤取り後に順番が決定）
くじ

本年度、子ども狂言を奉納する曳山

しょうじょうまる

猩々丸

常磐山
ときわざんたかさござん

髙砂山

ことぶきざん

壽山 鳳凰山
ほうおうざん かすがざん

春日山
げっきゅうでん

月宮殿

せいかいざん

靑海山

諫皷山
かんこざん

翁山
おきなざん

孔雀山
くじゃくざん

　歳樓
ばんざいろう

脇
阪 

俊
希

松
岡 　

俊

森
田 

大
河

辻　

 

清
史

小
菅 

海
音

秀
平 

和
人

松
原 

大
和

中
居 

篤
志

四
塚 

拓
真

岡
本 

士
紋

平
野 

敬
大

平
山 

夏
樹

御
幣
使

御
幣
使

御
幣
持

榊　

持

御
幣
使

御
幣
使

榊　

持

榊　

持

御
幣
使

榊　

持

御
幣
持

御
幣
使

（
５
歳
）

（
５
歳
）

（　

歳
）

（
６
歳
）

（
９
歳
）

（
８
歳
）

（
８
歳
）

（
６
歳
）

（
８
歳
）

（
４
歳
）

（
５
歳
）

（
７
歳
）

髙
砂
山

靑
海
山

月
宮
殿

春
日
山

諫
皷
山

猩
々
丸

鳳
凰
山

壽　

山

11

金
幣
奉
持
者

具
足

翁
招
き
行
事
者

床
几
持

柳
田　

湊
多
（　

歳
）

山
口　
　

悠
（　

歳
）

吉
﨑　

清
立
（　

歳
）

河
合　

徹
宗
（　

歳
）

中
村　

和
喜
（　

歳
）

浜
寄　

彩
人
（　

歳
）

田　
　

汰
喜
（　

歳
）

上
田　
　

空
（
９
歳
）

堤　
　

太
陽
（　

歳
）

１０１３１２１４１２１２１２１０

三　

島　

常　

孝
（
中
老
）

阿　
　
　

龍
之
介
（
４
歳
）

浅　

野　

歌　

楽
（
５
歳
）

北　

川　

璃　

空
（
５
歳
）

植　

松　

恭
之
介
（
３
歳
）

堤　
　
　

春　

翔
（
５
歳
）

小
八
木　

叶　

翔
（
４
歳
）

徳　

久　

愛　

樹
（
５
歳
）

上　

田　
　
　

晴
（
４
歳
）



神
戸
町
組

孔
雀
山

く
じ
ゃ
く
ざ
ん

呉
服
町
組

常
磐
山

と

き

わ

ざ

ん

亭（２階部分）は寄棟づくりで

むくり屋根になっています。亭

の上には「ろじ」という鳥の彫

刻があります。楽屋の側面や

背面には、唐獅子の木の彫

刻などがあります。高欄親柱

には能狂言のつり狐にまつ

わる飾り金具がつけられてい

ます。

亭は前に大きく出て、後部も

横に幅広くなったつくりとなっ

ています。舞台屋根の棟の

上には、金銅製の羽を広げ

た孔雀を飾っています。胴幕

には、虎の子渡し図の刺繍

がされています。

あ
ら
す
じ

45

　

鎌
倉
幕
府
将
軍
で
あ
る
兄
・
源
頼
朝
に
謀
反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ

た
義
経
た
ち
は
追
わ
れ
る
身
と
な
り
奥
州
へ
向
か
っ
て
い
た
。
道
中
の

加
賀
国
・
安
宅
の
関
で
、
義
経
一
行
は
武
蔵
坊
弁
慶
を
先
頭
に
山
伏

の
姿
で
通
り
抜
け
よ
う
と
す
る
が
、
関
守
の
富
樫
左
衛
門
に
は
山
伏

姿
の
義
経
た
ち
を
捕
え
る
よ
う
命
令
が
下
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
武
蔵
坊
弁
慶
は
機
転
を
利
か
せ
て
、
焼
失
し
た
東
大
寺
を

再
建
す
る
た
め
勧
進
を
行
っ
て
い
る
の
だ
と
話
す
。
す
る
と
富
樫
は
、

弁
慶
に
勧
進
帳
を
読
む
よ
う
に
命
じ
る
の
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
勧
進

帳
な
ど
持
っ
て
い
な
い
弁
慶
は
た
ま
た
ま
持
っ
て
い
た
巻
物
を
勧
進
帳

で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
い
、
朗
々
と
読
み
上
げ
る
。
そ
の
後
も
一
行
は

山
伏
を
演
じ
き
り
、
関
所
を
通
る
許
し
を
得
る
。

　

し
か
し
、
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
強
力
が
義
経
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ

て
し
ま
っ
た
。
緊
迫
し
た
状
況
の
な
か
、
弁
慶
は
義
経
を
ど
こ
ま
で
も

強
力
と
し
て
扱
い
、
杖
で
打
ち
据
え
る
。
そ
れ
を
見
た
富
樫
は
頼
朝

の
命
を
破
り
、
一
行
を
通
し
て
や
る
の
だ
っ
た
。

あ
ら
す
じ

ちん

　

平
家
全
盛
の
世
。
平
清
盛
は
宿
敵
源
義
朝
の
後
室
常
盤
御
前
を
探
し

出
し
、
義
朝
の
遺
児
三
人
の
命
と
引
き
換
え
に
わ
が
物
と
し
ま
す
が
重

盛
に
諌
め
ら
れ
て
、
う
つ
け
者
と
し
て
知
ら
れ
た
一
條
大
蔵
卿
長
成
に

妻
と
し
て
下
げ
渡
し
ま
す
。
六
韜
三
略
の
兵
書
を
伝
え
る
吉
岡
家
の
次

男
・
鬼
次
郎
は
妻
の
お
京
と
共
に
都
に
入
り
、
こ
の
大
蔵
卿
に
接
近
し
、

常
盤
御
前
に
今
も
源
氏
を
忘
れ
ぬ
志
が
あ
る
か
を
た
し
か
め
た
上
で
救

出
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
大
蔵
卿
の
家
老
・
八
剣
勘
解
由
と
妻
の
鳴

瀬
に
近
づ
き
、
演
能
の
帰
り
に
大
蔵
卿
を
待
ち
受
け
た
お
京
は
首
尾
よ

く
女
狂
言
師
と
し
て
抱
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

鬼
次
郎
は
邸
内
に
忍
び
込
み
、
お
京
か
ら
様
子
を
聞
き
ま
す
が
、

常
盤
は
一
向
に
悲
し
む
様
子
も
な
く
楊
弓
に
夢
中
の
様
子
。
落
胆
し
た

鬼
次
郎
は
常
盤
を
懲
ら
し
め
よ
う
と
部
屋
へ
押
し
入
り
折
檻
し
ま
す

が
、
常
盤
は
楊
弓
の
的
の
下
に
し
た
清
盛
の
絵
に
向
か
っ
て
矢
を
射
り
、

平
家
調
伏
を
行
っ
て
い
た
の
で
し
た
。
鬼
次
郎
夫
婦
が
詫
び
る
と
、ス
パ
イ

で
あ
る
勘
解
由
が
二
人
を
捕
ら
え
よ
う
と
し
ま
す
。
す
る
と
御
簾
の
影

か
ら
長
刀
が
一
閃
し
て
勘
解
由
を
倒
し
ま
す
。

　

現
れ
た
の
は
、
毅
然
た
る
貴
公
子
の
大
蔵
卿
。
驚
く
一
同
。
実
は

大
蔵
卿
は
元
は
源
氏
に
つ
な
が
る
身
で
す
が
、
平
家
に
媚
び
へ
つ
ら
う
の

を
嫌
い
、
長
年
の
間
、
作
り
阿
呆
を
装
っ
て
き
た
の
だ
と
明
か
し
ま
す
。

勘
解
由
を
誅
し
、
源
氏
の
重
宝
友
切
丸
を
鬼
次
郎
を
通
じ
て
言
付
け
る

と
大
蔵
卿
は
元
の
阿
呆
に
戻
っ
て
生
活
す
る
の
で
し
た
。

一
條
大
　

譚

い
ち
じ
ょ
う
お
お
く
ら
も
の
が
た
り

勧

進

帳

か
ん　

 　

じ
ん 　
　

ち
ょ
う

御
幣
使

三
役　

振　

付

　
　
　

太　

夫

　
　
　

三
味
線

川　

村　

 
旭　

弘

川　

村　

 

和　

彦

竹　

本　

 

賀
桐
太
夫

豊　

澤 　

湊　

祝
（
５
歳
）

配
役一

條
大
蔵
卿

常
盤
御
前

吉
岡
鬼
次
郎

お
京

八
剣
勘
解
由

舞
台
方

川　

村　

 

一　

 

生

木　

原　

 

旺
志
朗

西　

野　

 　
　

全

大　

澤　

 

逸　

平

横　

田　

 　
　

大

佐
々
木　

 

悠　

人
（　

歳
）

（
８
歳
）

（
９
歳
）

（　

歳
）

（
６
歳
）

（　

歳
）

111012
（
三
役
修
業
塾
）

（
三
役
修
業
塾
）

１１１０１０ １２１４

御
幣
使

三
役　

振　

付

　
　
　

太　

夫

　
　
　

三
味
線

配
役

　

武
蔵
坊
弁
慶

　

富
樫
左
衛
門

　

軍
内
六
郎

　

権
内
次
郎

　

源
義
経

　

舞
台
方

（　

歳
）

（　

歳
）

（　

歳
）

（　

歳
）

（
９
歳
）

（　

歳
）

髙　

橋　

 

路　

由

佐　
　
　

 

遼　

介

平　

川　

 

大　

貴

恩　

田　

 

悠
太
朗

　
　

瀬　

 　
　

樹

福　

永　

 

惇　

晟

　
　

瀬　

 　
　

理

千　

川　

 

貴　

楽

竹　

本　

 

乾
太
夫

豊　

澤　

 

龍　

三
（
５
歳
）

（
三
役
修
業
塾
）



伊
部
町
組

翁  
山

お

き

な

ざ

ん

瀬
田
町
組

ば
ん
ざ
い
ろ
う

亭は前後に分かれていて、前

の屋根には宝珠、後ろの屋根

にはつるぎが飾られています。

舞台の前柱には、立体的な表

現をしている髙砂の老夫婦の

飾り金具があります。のぼりの

先には、日と月の金具がつけ

られています。

亭の屋根は多くの棟からで

きています。胴幕は、牡丹に

唐獅子の図です。見送り幕

は、１６世紀にベルギーで織

られたもので、重要文化財

のものと長浜市指定文化財

のものがあります。
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江
戸
新
吉
原
は
昼
を
あ
ざ
む
く
歓
楽
街
。

　

揚
屋
大
黒
屋
・
惣
六
は
、
か
ど
わ
さ
れ
そ
う
に
成
っ
て
い
た
田
舎
娘
・
信

夫
を
救
い
店
に
連
れ
て
帰
っ
て
き
た
。
奥
州
か
ら
来
た
田
舎
娘
の
方
言
丸

出
し
の
話
を
、
遊
女
た
ち
は
面
白
が
っ
て
聞
き
、
な
ぶ
り
も
の
に
す
る
。

　

宮
城
野
は
太
夫
職
と
言
う
遊
女
の
最
高
位
に
つ
き
、
全
盛
を
誇
っ
て
居

る
。
信
夫
の
話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
妹
で
有
る
こ
と
が
わ
か
り
、
信
夫

も
探
し
て
い
た
姉
で
あ
っ
た
か
と
喜
び
合
う
。
宮
城
野
は
父
が
無
残
に
も

殺
さ
れ
た
事
を
知
り
、
驚
き
、
癪
を
起
す
。
信
夫
は
介
抱
し
、
仇
が
討
ち

た
い
と
訴
え
る
。

　

二
人
が
仇
討
ち
の
決
心
を
し
た
所
へ
、
様
子
を
残
ら
ず
聞
い
て
居
た

惣
六
が
あ
ら
わ
れ
、「
曽
我
物
語
」
に
例
え
、
時
期
を
待
ち
十
分
に
修
練

を
し
て
か
ら
仇
を
討
て
と
、
姉
妹
を
さ
と
す
。

　

惣
六
は
宮
城
野
の
、
年
季
証
文
と
吉
原
大
門
の
通
行
手
形
を
与
え

二
人
を
出
立
さ
せ
る
。

あ
ら
す
じ

　

若
松
屋
の
勤
め
人
・
お
染
は
初
め
て
店
に
出
た
日
に
、
江
戸
か
ら
来
た
旗
本
・

菊
池
半
九
郎
に
見
初
め
ら
れ
た
。そ
れ
以
来
、半
九
郎
は
お
染
の
店
へ
揚
げ
詰
め

に
通
っ
て
い
た
。あ
る
夜
、お
染
は
店
を
抜
け
出
し
訪
ね
て
き
た
父
親
の
与
兵
衛
と

茶
屋
・
花
菱
屋
で
会
い
、半
九
郎
へ
の
感
謝
を
語
り
合
っ
て
い
た
。そ
し
て
、与
兵
衛

は
半
九
郎
と
お
染
の
た
め
に
準
備
し
た
正
月
用
の
着
物
を
渡
し
帰
っ
て
行
っ
た
。

　

そ
の
後
に
現
れ
た
半
九
郎
は
、
急
に
将
軍
が
江
戸
に
帰
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め

に
自
分
も
京
都
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
と
お
染
に
告
げ
る
。
そ
こ
へ
半
九
郎
の
同

輩
・
坂
田
市
之
助
と
お
染
の
同
僚
・
お
花
が
や
っ
て
来
て
酒
宴
と
な
る
。
半
九
郎

は
市
之
助
に
家
宝
の
刀
を
売
り
た
い
と
相
談
を
持
ち
か
け
る
。
理
由
を
尋
ね
る

市
之
助
に
半
九
郎
は
お
染
を
自
由
の
身
に
し
て
親
元
に
帰
し
て
や
り
た
い
と
話

す
が
、
市
之
助
は
そ
れ
を
諌
め
て
酒
を
飲
み
続
け
る
。

　

そ
ん
な
中
、
市
之
助
の
弟
・
坂
田
源
三
郎
が
遊
び
歩
い
て
い
る
兄
を
連
れ
戻

し
に
来
る
。
し
か
し
、
市
之
助
は
適
当
に
あ
し
ら
っ
て
、
そ
の
場
か
ら
逃
げ
て
し

ま
う
。
源
三
郎
は
残
っ
た
半
九
郎
に
怒
り
を
ぶ
つ
け
る
。
お
染
は
そ
れ
を
な
だ
め

よ
う
と
す
る
が
、
源
三
郎
は
お
染
を
突
き
飛
ば
し
半
九
郎
を
罵
る
。
生
来
短
気

な
半
九
郎
は
酒
に
酔
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
源
三
郎
に
激
怒
し
、
二
人
は
刀
を
手

に
外
へ
出
て
行
く
。

　

斬
り
合
い
の
末
、
半
九
郎
は
源
三
郎
を
殺
め
て
し
ま
う
。
そ
の
罪
を
認
め
潔

く
切
腹
す
る
と
言
う
半
九
郎
に
お
染
は
一
緒
に
死
な
せ
て
ほ
し
い
と
訴
え
る
。

そ
れ
を
承
知
し
た
半
九
郎
と
お
染
は
与
兵
衛
が
届
け
て
く
れ
た
正
月
用
の

着
物
を
死
に
装
束
と
し
て
鳥
辺
山
へ
と
向
か
う
の
だ
っ
た
。

あ
ら
す
じ

ご
た
い
へ
い
き

し
ん
よ
し
わ
ら 

あ
げ
や　

ば

し
ろ
い
し
ば
な
し

碁
太
平
記
白
石
噺 
新
吉
原
揚
屋
の
場

と
り　

べ　

や
ま  

し
ん
じ
ゅ
う

鳥

辺
山
心
中

御
幣
使

三
役　

振　

付

　
　
　

太　

夫

　
　
　

三
味
線

配
役

　

傾　

城　

宮
城
野

　

妹　
　
　

信
夫

　

新　

造　

宮
里

　

新　

造　

宮
柴

　

禿　
　
　

し
げ
り

　

大
黒
屋　

惣
六

　

舞
台
方

有　

村　

 　
　

護

伊　

藤　

 

優　

海

主　

馬　

 

純　

太

伊　

藤　

 

優　

空

樋　

口　

 

直　

輝

伊　

藤　

 

稜　

起

樋　

口　

 

裕　

星

中　

川 　

葵　

大

岩　

井 　

小　

紫

竹　

本 　

甚
太
夫

豊　

澤　

 

賀　

祝
（
４
歳
）

（　

歳
）

（　

歳
）

（　

歳
）

（
７
歳
）

（
６
歳
）

（　

歳
）

（
８
歳
）

12 10 11 11

御
幣
使

三
役　

振　

付

　
　
　

太　

夫

　
　
　

三
味
線

配
役

　

菊
池　

半
九
郎

　

坂
田　

市
之
助

　

坂
田　

源
三
郎

　

若
松
屋　

お
花

　

若
松
屋　

お
染

　

舞
台
方

古　

池　

 

冠　

太

増　

谷　

 

颯　

人

谷　

口　

 

琥
太
郎

古　

池　

 

陽　

太

児　

玉　

 

晴　

飛

北　

村　

 

卓　

己

山　

本 　
　
　

歩

三　

桝 　

清
次
郎

常
磐
津　
都
代
太
夫

常
磐
津　

三
之
祐

（
三
役
修
業
塾
）

（
三
役
修
業
塾
）

（
６
歳
）

（　

歳
）

（　

歳
）

（　

歳
）

（　

歳
）

（
９
歳
）

（
８
歳
）
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3 20月 日頃～
春休み

4 6月 日（土）
４月第１土曜日

場
所　

長
浜
市
曳
山
博
物
館

時
間　

午
前　

 

時
頃
～
午
後
３
時
頃
（
予
定
）

来
年
の
長
浜
曳
山
祭
の

出
番
山
４
基
が
曳
山
博
物

館
の
展
示
室
に
入
り
ま

す
。
１
年
間
展
示
し
て
い

た
曳
山
は
今
年
の
長
浜

曳
山
祭
の
た
め
に
山
蔵
へ

戻
り
ま
す
。

午
後
８
時
頃
か
ら
、
若
衆
が
町

内
か
ら
長
濱
八
幡
宮
と
豊
国
神

社
へ
参
詣
し
、役
者
の
健
康
と
よ

い
奉
納
狂
言
の
籤
（
く
じ
）
を
ひ

け
る
よ
う
に
祈
り
ま
す
。

午
後
６
時　

分
頃
、長
濱
八
幡
宮

か
ら
御
旅
所
へ
神
輿
が
出
発
し
、

　

日
の
狂
言
が
終
わ
る
ま
で
、

そ
こ
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

三
番
叟
と
は

さ
ん
ば
そ
う

春
休
み
に
入
っ
た
３
月　

日
頃
か
ら
朝
・
昼
・
晩
と
、

４
月　

日
ま
で
毎
日
厳
し

い
稽
古
が
繰
り
返
さ
れ
ま

す
。

稽
古（
け
い
こ
）

總
當
番
（
祭
り
の
役
員
）
が
、

各
山
組
の
稽
古
場
を
訪
問
し
、

狂
言
の
時
間
を
計
り
ま
す
。

昔
は
線
香
を
用
い
て
計
っ
た

の
で
こ
の
名
が
つ
い
て
い
ま
す
。

稽
古（
け
い
こ
）

曳
山
交
替
式

（
ひ
き
や
ま
こ
う
た
い
し
き
）

曳
山
交
替
式

（
ひ
き
や
ま
こ
う
た
い
し
き
）

4 9月 日

線
香
番（
せ
ん
こ
う
ば
ん
）

線
香
番（
せ
ん
こ
う
ば
ん
）

4 912月 ～ 日

裸
参
り（
は
だ
か
ま
い
り
）

裸
参
り（
は
だ
か
ま
い
り
）

4 12月
日

神
輿
渡
御（
み
こ
し
と
ぎ
ょ
）

神
輿
渡
御（
み
こ
し
と
ぎ
ょ
）

12

20

30

15

く
じ

く
じ

４
月　

 

～   

日
は
稽
古
を
公
開

し
て
お
り
ま
す　(

Ｐ
９
参
照)

10

12

89

１０～１２日 子ども狂言 公開稽古 場所・時間

壱
番
山
に
て

壽
式
三
番
叟

演
　
者

振
　
付

太
　
夫

三
味
線

藤
田
　
凌
大

岩
井
　
小
紫
八

岸
田
　
健
太

中
川
　
太
吾

（
小
学
五
年
生
）

（
三
役
修
業
塾
）

（
高
校
三
年
生
）

（
中
学
三
年
生
）

10

　
三
番
叟
は
能
の
演
目
「
翁
」
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
す
。

「
翁
」
は
番
付
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）の
最
初
に
演
じ
ら
れ
、
人
形
浄
瑠

璃
や
歌
舞
伎
も
そ
れ
に
倣
い
、
幕
開
け
に
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
浜
曳
山
祭
も
そ
れ
を
踏
襲
し
、
幕
開
け
で
あ
る
壱
番
山
で
演

じ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
三
番
叟
は
五
穀
豊
穣
を
寿
ぐ
お
め
で
た
い
も
の
と
さ

れ
、
壱
番
山
を
お
祝
い
す
る
も
の
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。

　
か
つ
て
は
、
四
月
十
三
日
の
籤
取
り
式
の
儀
の
後
、
壱
番
籤
を

引
い
た
山
組
の
役
者
が
急
遽
三
番
叟
を
す
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。
昭
和
六
十
三
年
に
少
し
で
も
曳
山
祭
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
広
く
公
募
す
る
よ
う
に
な
り
、
毎
年
長
浜
市
全
域
か
ら

応
募
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
太
夫
、
三
味
線
は
三
役
修
業
塾
の
中
学
生
・
高
校
生
が
務
め

ま
す
。

※

時
間
と
場
所
は
目
安
で
す

　
予
定
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

中央
駐車場

BK

長
浜
駅

慶雲館

長浜鉄道
スクエア

えきまちテラスえきまちテラス

旧
８
号
線

北
国
街
道

図書館

長濱八幡宮

BK

BKBK

BK
駅前通り

大手門通り

駅前通り

大手門通り豊国神社
曳山博物館

開知学校

ホテル
まちづくり役場

豊国神社
曳山博物館

大通寺

開知学校

ホテル交番
まちづくり役場

N

御旅所御旅所 黒壁

郵便局

旧
８
号
線

北
国
街
道

裸参り共通ルート

伊部町会館
長浜市元浜町 13-25

翁　山翁　山

9：30~、13：30~

神戸町会館２階
長浜市元浜町4 - 5

孔雀山孔雀山

18：00~

常磐会館
長浜市元浜町 8-6

常磐山

14：00~、18：00~

八幡町会館
長浜市朝日町 8-4

萬歳樓

翁山翁山

常磐山常磐山

萬歳樓萬歳樓

孔雀山孔雀山

14：30~



各
山
組
で
の
自
町
狂
言
を
終
え

て
、
午
後
１
時
頃
か
ら
子
ど
も

役
者
を
乗
せ
た
曳
山
が
、
４
番

山
か
ら
順
に
長
濱
八
幡
宮
の
境

内
に
集
ま
り
ま
す
。

午
後
７
時
、
長
濱
八
幡
宮
か
ら

一
八
屋
の
辻
ま
で
、
子
ど
も
役

者
が
、
舞
台
を
終
え
た
時
の
姿

で
若
衆
に
つ
き
そ
わ
れ
て
歩
き

ま
す
。

午
前
７
時
、
曳
山
に
か
ざ
る
御

幣
を
長
濱
八
幡
宮
ま
で
迎
え
に

行
く
儀
式
で
す
。

こ
れ
に
は
す
べ
て
の
山
組
が
参

加
し
ま
す
。

奉
納
狂
言
の
順
番
を
決
め
る

た
め
、
出
番
山
の
若
衆
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
籤
（く
じ
）取
り
人

が
、
午
後
１
時
に
長
濱
八
幡
宮

に
集
ま
り
籤
を
引
き
ま
す
。

午
後
６
時
頃
か
ら
、
各
山
組
内

の
道
路
上
に
曳
き
出
さ
れ
た
曳

山
の
舞
台
で
、
本
衣
装
と
化

粧
を
し
た
子
ど
も
役
者
が
初

め
て
の
子
ど
も
狂
言
を
演
じ

ま
す
。

4 13月
日

御
幣
迎
え
の
儀（
ご
へ
い
む
か
え
の
ぎ
）

御
幣
迎
え
の
儀（
ご
へ
い
む
か
え
の
ぎ
）

4 14月
日

登
り
山（
の
ぼ
り
や
ま
）

登
り
山（
の
ぼ
り
や
ま
）

午
前
中
、
各
山
組
内
の
道
路
上

に
曳
き
出
さ
れ
た
曳
山
の
舞

台
で
、
本
衣
装
と
化
粧
を
し
た

子
ど
も
役
者
が
子
ど
も
狂
言

を
演
じ
ま
す
。

自
町
狂
言（
じ
ち
ょ
う
き
ょ
う
げ
ん
）

自
町
狂
言（
じ
ち
ょ
う
き
ょ
う
げ
ん
）

夕
渡
り（
ゆ
う
わ
た
り
）

夕
渡
り（
ゆ
う
わ
た
り
）

籤
取
り
式
の
儀（
く
じ
と
り
し
き
の
ぎ
）

籤
取
り
式
の
儀（
く
じ
と
り
し
き
の
ぎ
）

十
三
日
番
（
じ
ゅ
う
さ
ん
に
ち
ば
ん
）

十
三
日
番
（
じ
ゅ
う
さ
ん
に
ち
ば
ん
）
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１３日 十三日番（子ども狂言）上演場所・時間１４日 自町狂言（子ども狂言）上演場所・時間

1

2

※

　
　
１
回
目
の
上
演 

　
　 

２
回
目
の
上
演

※

矢
印
　  

は
曳
山
の
向
き
で
す

※

籤
（
く
じ
）
順
に
よ
っ
て
上
演
時
間
が
決
ま
り
ま
す

※

時
間
と
場
所
は
目
安
で
す

1

2

※

　
　
１
回
目
の
上
演
　
　  

２
回
目
の
上
演

※

矢
印
　  

は
曳
山
の
向
き
で
す

※

時
間
と
場
所
は
目
安
で
す

中央
駐車場

BK

長
浜
駅

慶雲館

長浜鉄道
スクエア

えきまちテラスえきまちテラス

旧
８
号
線

北
国
街
道

図書館

長濱八幡宮

BK

BKBK

BK
駅前通り

大手門通り

駅前通り

大手門通り豊国神社

開知学校

ホテル
まちづくり役場

豊国神社

大通寺

開知学校

ホテル交番
まちづくり役場

N

御旅所御旅所 黒壁

郵便局

旧
８
号
線

北
国
街
道

中央
駐車場

BK

長
浜
駅

慶雲館

長浜鉄道
スクエア

えきまちテラスえきまちテラス

旧
８
号
線

北
国
街
道

図書館

長濱八幡宮

BK

BKBK

BK
駅前通り

大手門通り

駅前通り

大手門通り豊国神社
曳山博物館

開知学校

ホテル
まちづくり役場

豊国神社
曳山博物館

大通寺

開知学校

ホテル交番
まちづくり役場

N

御旅所御旅所 黒壁

郵便局

旧
８
号
線

北
国
街
道

翁山翁山

常磐山常磐山

萬歳樓萬歳樓

孔雀山孔雀山

翁山翁山

常磐山常磐山

萬歳樓萬歳樓

孔雀山孔雀山

18：00~18：00~

孔雀山 18：00~18：00~

一八屋の辻 夕渡り19：00~夕渡り19：00~

11：30~
11：00~
10：30~
10：00~

１番山の場合
２番山の場合
３番山の場合
４番山の場合

孔雀山

1 2
10：30~、
10：00~、
10：00~、
10：00~、

12：30~
12：00~
11：30~
11：30~

１番山の場合
２番山の場合
３番山の場合
４番山の場合

翁　山
1 2

10：00~、
10：00~、
10：00~
10：00~

12：00~
11：45~

１番山の場合
２番山の場合
３番山の場合
４番山の場合

常磐山

曳山博物館
修理ドック前
曳山博物館
修理ドック前

山蔵前

翁　山 18：00~18：00~

山蔵前

山蔵前

山蔵前

1

1

2

1

2
96カフェ前

今重角

2

9：30~、 11：00~9：30~、 11：00~1 2

萬與辻 鳥宗辻萬與辻 鳥宗辻

会津屋辻

近江屋辻

会津屋辻

近江屋辻

常磐山 19：00~19：00~

片原町辻

山蔵前



午
前
８
時
頃
か
ら
、
舞
台
が
始
ま
る
時
の
衣
装

を
つ
け
て
、
子
ど
も
役
者
が
、
自
町
よ
り
長
濱

八
幡
宮
へ
と
歩
い
て
い
き
ま
す
。

源
義
家
ゆ
か
り
と
伝
わ
る
、
長
い
太
刀
を
も
つ

長
刀
組
の
武
者
と
力
士
の
行
列
で
す
。
午
前
９

時　

分
に
長
濱
八
幡
宮
に
入
り
、
翁
招
き
の

後
、
御
旅
所
へ
向
か
い
ま
す
。

長
刀
組
の
裃
姿
の
中
老
が
、
最
初
長
刀
組
と
書

い
た
席
札
の
付
い
た
青
竹
を
壱
番
山
に
向
か
っ

て
差
し
出
し
ま
す
。
こ
の
儀
式
を
合
図
に
し
ゃ
ぎ

り
が
鳴
り
、
奉
納
狂
言
が
始
ま
り
ま
す
。

午
前
９
時　

分
か
ら
長
濱
八
幡
宮
境
内
で
、
籤

の
順
番
に
４
つ
の
山
組
が
子
ど
も
狂
言
を
演

じ
ま
す
。
な
お
、
壱
番
山
で
は
、
狂
言
に
先
立
ち

三
番
叟
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。

※壱番山の一八屋例席は、曳山博物館広場に曳き入れ狂言執行。（雨天の場合は恒例の一八屋例席にて）
※上が開演時間、下が終演時間。子ども狂言の上演時間は４０分以内です。
※天候や社会情勢により、行事内容・場所・時間が変更になることがあります。

4 15月
日

朝
渡
り（
あ
さ
わ
た
り
）

朝
渡
り（
あ
さ
わ
た
り
）

太
刀
渡
り（
た
ち
わ
た
り
）

太
刀
渡
り（
た
ち
わ
た
り
）

長
濱
八
幡
宮
で
子
ど
も
狂
言
が
奉
納
さ
れ

た
後
、
御
旅
所
へ
の
参
道
の
５
か
所
で
子

ど
も
狂
言
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。

参
道
で
の
子
ど
も
狂
言

参
道
で
の
子
ど
も
狂
言

御
旅
所
で
の
、
子
ど
も
狂
言
が
す
べ
て
終

わ
る
と
、
曳
山
の
し
ゃ
ぎ
り
が
流
れ
る
中
、

神
輿
が
長
濱
八
幡
宮
へ
還
っ
て
い
き
ま
す
。

神
輿
還
御

神
輿
還
御

神
輿
が
還
る
と
、
長
刀
組
を
先
頭
に
提
灯

の
と
も
っ
た
曳
山
が
順
番
に
御
旅
所
か
ら

各
町
内
へ
戻
っ
て
い
き
ま
す
。

戻
り
山

戻
り
山

（
み
こ
し
か
ん
ぎ
ょ
）

（
み
こ
し
か
ん
ぎ
ょ
）

（
も
ど
り
や
ま
）

（
も
ど
り
や
ま
）

翁
招
き

（
ほ
う
の
う
き
ょ
う
げ
ん
）

翁
招
き

（
ほ
う
の
う
き
ょ
う
げ
ん
）

奉
納
狂
言

奉
納
狂
言

山   組

壱番山

弐番山

参番山

四番山

御旅所 札の辻例席 米嘉例席 一八屋例席 金屋例席 鮒熊例席 八幡宮
1234567

１５日（本日）子ども狂言執行場所・時間

16:00
（16:45）

14:00
（14 :45）

17:15
（17:55）
18:25
（19:05）

17:35
（18:15）

12:00
（12:45）

19:35
（20:15）

9:45
（10:30）

11:00
（11:40）
12:10
（12:50）

13:20
（14:00）

15:15
（15:55）

16:25
（17:05）

13:15
（13:55）
14:25
（15:05）

10

（
お
き
な
ま
ね
き
）

（
お
き
な
ま
ね
き
）

く
じ

Ｊ
Ｒ
長
浜
駅

青
海
山

諫
皷
山

猩
々
丸

長
刀
山

髙
砂
山

鳳
凰
山

壽
山

翁
山

萬
歳
樓

春
日
山

月
宮
殿

曳山は３年に１度の出番
年を待ちわび、各町内
の山蔵に大切に保存さ
れています。

各町の山蔵

公衆トイレ（身体障害者用併設）

公衆トイレ

観光案内所

山蔵

駐車場

長濱八幡宮長濱八幡宮

曳山が
曳行する
ルート安藤家安藤家安藤家安藤家

テニス
コート

豊公園

長浜城
歴史博物館

豊公荘

長浜文化芸術会館長浜文化芸術会館

税務署
長浜
小学校

長浜西
中学校

曳山博物館

大通寺

常夜灯

豊国神社

黒壁
ガラス館

開知学校 妙法寺

慶雲館

長浜鉄道
スクエア 長浜図書館

知善院

税務署
長浜
小学校

長浜
市役所
長浜
市役所

長浜西
中学校

曳山博物館

大通寺

常夜灯

まちづくり役場まちづくり役場

豊国神社

黒壁
ガラス館

開知学校 妙法寺

慶雲館

長浜鉄道
スクエア 長浜図書館

知善院

太刀渡り

御旅所御旅所 12
3456

7

1213

孔
雀
山

長濱八幡宮17 御旅所

常
磐
山

15:35
（16:15）

湖北観光情報センター湖北観光情報センター

45

※



午
前　

時　

分
か
ら
長
浜

文
化
芸
術
会
館
の
ス
テ
ー

ジ

上
で
、子
ど
も
狂
言
を
披
露

し
ま
す
。（
観
覧
有
料
）

4 16月
日

子
ど
も
歌
舞
伎
観
劇
会

（
こ
ど
も
か
ぶ
き
か
ん
げ
き
か
い
）

子
ど
も
歌
舞
伎
観
劇
会

（
こ
ど
も
か
ぶ
き
か
ん
げ
き
か
い
）

（
ご
え
ん
き
ょ
う
げ
ん
）

（
ご
え
ん
き
ょ
う
げ
ん
）

主
催
：長
浜
曳
山
祭
協
賛
会

　
　
　
　

長
浜
曳
山
祭
總
當
番

【
お
問
い
合
わ
せ
：
６
５-

６
５
２
１
】

各
町
内
で
曳
山
を
曳
き
出

し
、
午
前
９
時
頃
か
ら
夜

の
千
穐
楽
ま
で
数
回
に
わ

た
り
、
子
ど
も
狂
言
を
上

演
し
ま
す
。

後
宴
狂
言

後
宴
狂
言

4 17月
日

御
幣
返
し
の
儀
（
ご
へ
い
が
え
し
の
ぎ
）

御
幣
返
し
の
儀
（
ご
へ
い
が
え
し
の
ぎ
）

10

45

　

 

日
に
迎
え
た
御
幣
を
午

前
８
時
に
各
山
組
か
ら
長

濱
八
幡
宮
に
返
し
に
行
き

ま
す
。

13

1415

１６日（後宴狂言）子ども狂言執行場所・時間

「長浜曳山まつり推進会議」は、長浜曳山祭の曳山

行事のユネスコ無形文化遺産登録により目的を達

成した「長浜曳山祭ユネスコ無形文化遺産推進会

議」の後継組織です。まつりの保存・伝承や普及啓

発を推進し、交流人口の増大による地域経済の活

性化につなげるよう、祭執行団体をはじめ、幅広い

市民の力を結集する組織として設置されました。
「長浜曳山まつり推進会議」設立総会

長浜曳山祭行事・曳山保存専門委員会

長浜市立西中学校　総合学習三役修業塾定期発表会

長浜曳山まつり推進会議
ながはまひきやま　　　  　 すいしんかいぎ

「長浜曳山祭保存伝承懇話会」は長浜曳山祭の保存伝承への提言組織として設置さ

れました。祭の在り方を協議し、経験者・実施者としての経験や知見から懇話会形式

で検討し、答申・提言をしていきます。

長浜曳山祭保存伝承懇話会
ながはまひきやままつりほぞんでんしょうこんわかい

長浜曳山祭行事・曳山専門委員会は、さまざまな

見地から長浜曳山祭の曳山修理に関する指導・

助言により、曳山や装飾品をより良い形で保存

し、次世代へ継承していくことを目的に、平成16年

2月20日に設立しました。現在、有形民俗、無形民

俗、幕類（染織）、金工、建造物、漆工の分野の

専門委員で運営しています。

公益財団法人長浜曳山文化協会は、長浜曳山祭の保存伝承、曳山や山蔵の保存修理、

曳山文化の継承と普及啓発を行っています。その活動の一部をご紹介します。

長浜曳山祭を市民ぐるみで保存伝承し、

広く情報発信していくことを目的に活動

しています。

長浜曳山祭行事・曳山保存専門委員会

公益財団法人長浜曳山文化協会

ながはまひきやままつりぎょうじ　ひきやまほぞんせんもんいいんかい

三役修業塾
さんやくしゅぎょうじゅく

伝承委員会
でんしょういいんかい

長浜曳山祭に欠くことのできない子ども

狂言の演技指導（振付）と義太夫語り、

三味線奏者の育成を行っています。

１番山の場合
２番山の場合
３番山の場合
４番山の場合

　　　  、15：00~、18：00~、20：00~
10：00~、　　　、16：00~、20：00~
10：30~、　　　、17：00~、20：00~
12：30~、　　　、18：00~、20：00~

（文芸会館）
（文芸会館）
（文芸会館）
（文芸会館）

翁
　
山

１番山の場合
２番山の場合
３番山の場合
４番山の場合

　　　  、14：30~、16：30~、19：30~
10：00~、　　　、16：30~、19：30~
10：30~、　　　、17：30~、19：30~
10：00~、12：30~、　　　、19：30~

（文芸会館）

（文芸会館）

（文芸会館）
（文芸会館）

１番山の場合
２番山の場合
３番山の場合
４番山の場合

　　　  、14：00~、15：30~、17：00~、19：00~
  9：45~、　　　、15：30~、17：00~、19：00~
  9：20~、11：30~、　　　、17：00~、19：00~
10：00~、12：00~、　　　、17：45~、19：30~

（文芸会館）
（文芸会館）

（文芸会館）
（文芸会館）

常
磐
山

１番山の場合
２番山の場合
３番山の場合
４番山の場合

　　　  、14：00~、16：00~、19：00~
　　　  、　　　 、15：30~、19：00~
　　　  、　　　 、16：00~、19：00~
　　　  、11：00~、　　　、19：00~

（文芸会館）

（文芸会館）

（文芸会館）
（文芸会館）

孔
雀
山

１番山
２番山
３番山
４番山

囃子演奏
11：20~
12：45~
14：00~
15：15~

10：55~
長浜文化芸術会館

1

2
※

　
　
１
回
目
の
上
演
　
　 
２
回
目
の
上
演

※

矢
印
　 

は
曳
山
の
向
き
で
す

※

時
間
と
場
所
は
目
安
で
す

※

籤（
く
じ
）順
に
よ
っ
て
上
演
時
間
が
決
ま
り
ま
す

長
浜
駅

豊国
神社

曳山博物館豊国
神社

曳山博物館

大通寺

開知学校

図書館

開知学校
駅前通り

大手門通り

北
国
街
道

駅前通り

大手門通り

北
国
街
道

旧
８
号
線

黒壁

慶雲館

長浜鉄道
スクエア

長浜城
歴史博物館
長浜城
歴史博物館

長浜文化芸術会館

長濱
八幡宮
長濱
八幡宮

知善院知善院

御旅所御旅所

中央駐車場

BK

中央駐車場中央駐車場

常磐山山蔵

孔雀山山蔵

翁山山蔵

常磐山山蔵

孔雀山山蔵

常磐山

（千秋楽）（千秋楽）

1 2
3 （千秋楽）

（千秋楽）

（すべて山蔵前）

萬歳樓山蔵萬歳樓山蔵

孔雀山

翁　山

1

2

3

大安寺町 紺屋町大安寺町 紺屋町

会津屋辻

近江屋辻

会津屋辻

近江屋辻

4

3

2

1

かわ重前

浄琳寺前

願養寺前


